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Abstract: Standard Commodity Classification of Japan (common name: 87 Classification) is used
extensively as a classification of ethical drugs and referred to for selection of drugs. This
classification system divides drugs into different groups according to their pharmacological actions,
chemical structures, indications or application sites. In some cases, drugs with the same indication
are separated into different categories according to their pharmacological actions or chemical
structures in this classification. In other cases, the drug used for two or more indications is classified
into one of the categories. Therefore, it has been frequently difficult to select appropriate drugs for
any given diagnosis using this classification. 
Then, we developed two databases; one is the disease database relating drugs to their approved
indications, and the other is the characteristic database relating drugs to their properties including
pharmacological actions and chemical structures. In addition, we prepared the table to relate diseases
to the properties of the drugs indicated for them. These databases make it possible to retrieve related
information with brand names, generic names and characteristics of drugs and diseases. For
example, they present information on drugs in groups with the same properties used for any given
disease. 
The databases will be useful in developing a supporting tool for doctors to select or change drugs,
and for pharmacists to propose therapeutically equivalent or comparable drugs when there is a
problem such as drug interactions with the prescription.  
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1. 目的 
医療用医薬品の分類として日本標準商品分類番号(通称87分類)等が知られており、治療薬の選択や代

替薬の検索の参考に広く用いられている。しかし、これらは薬理作用、化学構造、効能効果、適用部位
等が混在した分類体系となっている。したがって、同一の効能効果を有する医薬品であっても異なった
分類として割り当てられることがあったり、複数の効能効果を有する医薬品はいずれかの分類に割り当
てられるため、分類から目的の疾患の治療薬を選択するのはしばしば困難であった。 
 そこで我々は治療薬選択支援を目的として、医療用医薬品を疾患名に対応させたデータベース(疾患
名データベース)及び医薬品の特性(薬理作用、化学構造等)に対応させたデータベース(特性データベー
ス)の二つのデータベースを構築し、これらの関係性を疾患名と特性の関係テーブルを用いて定義する
ことにより、特定の疾患の治療薬をその分類や特性ごとに一覧表示・検索するシステムの開発を行っ
た。  
2. 方法 
構築したデータベースシステムの概念図を図1.に示した。  

2.1 疾患名データベース 
個別医薬品コード(YJコード)を用いて個々の医薬品に疾患名コードを割り当てた。疾患名コードは各

医薬品の効能効果をもとに、独自に構成したコードを割り当てた。 
 治療薬選択支援を目的としているため、疾患名は厳密な表現は取らず、複数の疾患名を一つにまとめ
て簡略に表現した。また、疾患名コードは系統別に分類し分類コードを割り当てた。  

2.2 特性データベース 
疾患名データベース同様YJコードを用いて個々の医薬品に特性コードを割り当てた。特性コードは

薬理作用、化学構造、効能効果、適用部位等をコード化したもので、それらを単独または複数組み合わ
せて医薬品の特性を表現した。 
 また、特性コードは特性用語コードで構成されており、さらに特性用語は系統別に分類し、特性分類
コードを割り当てた。  

2.3 疾患名・特性関係テーブル 
特定の疾患の治療薬として1つあるいは複数の特性の医薬品グループが対応する。また、ある特性を

もつ医薬品グループの効能効果として1つあるいは複数の疾患が対応する。上記の疾患名及び特性デー
タベースを多面的に連携させるための関係テーブルの構築を行った(図2.)。  

2.4 その他の補助データベース 



検索・表示等を効率よく行うための補助データベースとして、成分名データベース及び剤形データベ
ースを構築した。  
3. 結果及び考察 
構築したデータベースの利用例を図3.に示した。 

 製品名、成分名、疾患名、特性などのキーワードで検索を行うとヒットしたキーワードを含む疾患ま
たは特性名(またはその両方)が表示される。ここで、表示された任意の語句をクリックすると疾患及び
医薬品ウィンドウにその語句を含む疾患及び医薬品が表示される。 
 ここでは例として検索キーワードとして「インデラル」、クリックした語句として「狭心症」を示し
た。このように、インデラル(プロプラノロール)の特性の一つである「β遮断薬」だけでなく、狭心症
治療に用いられる治療薬やその特性を一度に閲覧することが可能である。 
 「薬がどんな疾患に効くか」という視点から「疾患にどんな薬が効くか」という視点でデータベース
を構成した。これにより、疾患と治療薬の関係が直接的に一望でき、医師の治療薬の選択・変更や、薬
剤師の疑義照会等における同種・同効薬の提案が容易となり、これらの支援ツールとして活用できると
考えている。  
4. 今後の検討課題 
今回構築したデータベースの疾患名は独自のものを使用しているが、これをICD10等との変換テーブ

ルを作成し標準化を試みたい。 
 また、検索可能な用語は登録されている語句のみであるが、類語辞書の作成を行い、柔軟な検索を可
能としたい。  

図 1 データベース概念図 

図 2 疾患と特性の関係図 



図 3 データベース利用例 


